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『 利 根 運 河 の 今 昔 』 

 明治の初め、政府は新しい国づくりのために多くの外国

人技術者を招聘しました。水工に関する技術は主にオラン

ダ国から伝承され、Ａ．Ｔ．Ｌ．ローウェンホルスト・ム

ルデル一等水工師も日本の近代化の一翼を担った、技術と

文化の国際交流の先達の一人に違いありません。そんな悠

久の時代のロマンを秘めた「利根運河」は今年、完成１１

５年目を迎えます。この間、運河は社会の動きを映す鏡の

ように役割や機能を変えて今に至っています。 

  
ひろせせいいちろう   ひとみねい

広瀬誠一郎・人見寧らが設立した利根運河会社の資本と、

内務省やムルデル技師らの調査・設計・監督で明治２３年に完成した利根運河は、以後５０年間で約１００万隻

の筏・小舟・高瀬舟・蒸気船が通交。利根川の河口銚子から９６㎞今の柏市船戸と、江戸川の河口から３４㎞流

山市深井新田を結んだ舟運路は、従前の関宿回りに比べて距離にして約４５㎞、時間で３日かかるところを１日

程に短縮し、大いに賑わいました。その後、物流の陸路転換による減収と度重なる洪水被災箇所の修復費用の嵩

みで運河会社の経営は逼迫。さらに昭和１６年の洪水で水堰橋が倒壊し運河の機能が消失した折、利根川の洪水

を分派する目的で国が買収。昭和１８年、千葉県知事の告示で「派川利根川」になり、同４０年、新河川法に基

づき建設大臣の管理になりました。また、昭和５１年から平成１２年３月までは北千葉導水路完成までの間の利

根川から江戸川への都市用水の補給路「野田緊急暫定導水路」として機能しました。 

  洪水ではない時の、普段の利根運河は緑豊かな水辺の回廊として市民に親しまれ、自然環境・歴史・景観など

幅広く関心を集めています。ことにムルデルの写真が熊本県三角町議から流山市へ寄贈された後の地元の運河に

対する情熱の高まりは一入でした。昭和６０年「ムルデル顕彰碑」が市民の手で建立され、同６２年、流山市の

「運河水辺公園」が開設。平成２年には「利根運河通水百年記念祝祭行事」をオランダ大使館を初めとする実行

委員会が通年で開催。この折に「派川利根川」から「利根運河」へ河川法の改正により名称変更。「利根運河の

日（６月１８日）」制定・「ラブ・リバー」の認定・「利根運河看板」（山縣有朊内務大臣筆跡打写し）の除幕等が

行われ、蘇る利根運河に大いなる夢と感動が生まれました。 

 その郷愁を辿るかのように、平成１４年３月末に、利根運河を管理する国土交通省関東地方整備局江戸川河川

事務所運河出張所（西深井８３６）１階に「利根運河交流館」が誕生、運河を訪れる皆さんの拠点として活用さ

れています。 

  最近では、小学生・中学生の総合学習の場として、大学生の研究課題や市民団体の調査対象などにも大いに利

用される利根運河です。流山市では【利根運河観光地づくり検討委員会】を設置しての施策と将来像の検討を行

い、我が国有数の歴史的土木資産でもある一級河川利根運河を、地域の財産として活用する方向を展望していま

す。これからも市民の皆さんが未来に向かって夢を描き続けることのできる利根運河であることを願うものです。 

                   〔 寄稿：国土交通省 江戸川河川事務所 運河出張所 
こ じ ま か ち ら

小島加知良 所長 〕 

安全はシルバーみんなの合言葉 

１１月の予定 

日 曜 行 事 予 定 

15 月 配分金支払日 千代田地区互助会旅行  水彩画 

16 火 流山市シルバー視察研修        直売所定休日 

17 水   

18 木 入会申込受付日 

19 金   

20 土   

21 日   

22 月 パソコンクラブ 

23 火 勤労感謝の日               直売所定休日 

24 水   

25 木 小川地区互助会旅行    実務検討委員会 

26 金 小川地区互助会旅行    

27 土 バードゴルフ例会       実用書道クラブ 

28 日   

29 月 実用書道技能講習会開講    業務担当職員研修会 

30 火                         直売所定休日 

   

１２月の予定 

日 曜 行 事 予 定 

1 水   

2 木   

3 金 美野里地区互助会旅行    実用書道講習閉講 

4 土 美野里地区互助会旅行     

5 日 安全点検の日 

6 月 就業報告書提出期限   水彩画クラブ 

7 火                         直売所定休日 

8 水   

9 木 事業説明会  会報誌編集作業 

10 金   

11 土 実用書道クラブ 

12 日   

13 月 パソコンクラブ    会報誌配布予定 

14 火                         直売所定休日 

15 水 配分金支払日 

 



 理 事 会 
『理事会だより』                          副会長 吉川 毅 

  ４月２５日中島理事が所用により欠席、それ以外の全役員が出席の上、事務局長・所長を含めて１８名に 

より平成１７年度第１回理事会をシルバー会議室に於いて１３時半開催。五十嵐会長を議長に田村事務局長か 

ら平成１７年度補正予算及び平成１６年度事業報告、収支計算書について説明を受け質疑応答があり、初野監 

事による監査報告の後染谷所長からコミュニティプラザの平成１６年度事業報告・収支計算書の発表、続いて 

小池互助会長から平成１６年度互助会事業報告、収支計算書の発表があり、それぞれの監事から報告を受け次 

に千葉県の検査結果に伴う対策に就いての現況報告、４月２５日時点での入退会員状況報告及び指定管理者制 

度への対応策に就いて何れも事務局長から説明される。その他広報誌の今後の在り方等につき意見聴取が広報 

委員長からあり、又互助会長から平成１７年度の互助会事業の日程等計画発表のあと１６時過ぎに閉会。 

 委 員 会 
『事業運営推進委員会だより』           事業運営推進委員会委員長 小池 良男 

当委員会は、前年度より独自事業の一環としてパソコン・英会話・補習・実務書道・俳句の各教室について 

 開設可能か検討してきました。その結果、開設の見通しがついたので、各教室毎に構想や進捗状況を、次の項 

 目に沿って発表してもらい、話し合いました。①開設予定日②実施曜日と時間③受講者の人数の目安④指導者 

 について⑤月謝の額⑥募集方法⑦その他等 なお、先進シルバーの状況を視察し、参考にする。（すでに視察済 

 みの教室もある）また、準備のできた教室毎に順次開設する。各教室の詳しいことについては、機会をみて 

 お知らせします。 

 

『互助会だより』                         互助会長 小池 良男 

４月１８日の理事会において、本年度の主催事業について次のように決定しました。 

（１）ハイキング（すでに案内済み） 

実施日 ５月２９日 午前９時より 

場 所 運河沿いを約１０Km 歩く。 

（２）親睦旅行 

実施日 第 1 班 9 月２５日・２６日 

第２班 １０月２日・３日 

バスの都合で２回に分けて実施する。 

場 所 山梨県石和温泉「かんぽの宿 石和」 

（３）運動会 

実施日 １０月２４日 午前１０時より場所コミュニティプラザ体育館 

（４）史跡見学 

実施日 １１月２７日午前９時より 

場 所 流山市東部地区（前ヶ崎城址等） 

改めてそれぞれの事業について、詳しくお知らせしますが、その折は多数ご参加下さい。 

 同 好 会 
『パソコン同好会･１７年度総会の開催』            同好会副会長  加藤 吉彦 

  去る４月１９日（火）午後１時よりコミプラ２階会議室で､１７年度の総会が開催されました。 

２２名が出席し､会則の一部改訂･事業報告･収支報告･事業計画･予算計画･会費･役員改選等７議案全てを承認 

されました。新年度から､会報の毎月発行･パソコン教室開講など会員の力が必要とされるため更なるスキル 

アップを目指すことを確認しあいました。役員は昨年同様､桂川会長以下･楠本･赤木・加藤･太田となりました。

同好会は､毎月第３火曜日午後１時から実施しています。気軽に参加してください。 
 

 

安全はいつでも気配り心がけ 

（２） 

 



 

 職 場 紹 介     ＊＊流山市総合体育館＊＊ 
平成 1２年４月から体育館の管理の仕事が開始されました。通常は 17 時～２1 時３０分、祝日は８時３０分 

～２1 時３０分までの勤務です。会員は５名と尐人数ですがチームワークの良さは職群随一ではないかと思い 

ます。私たちは常にお客様とのトラブルを起こさず、体育館をはじめ各施設を気持ちよく･楽しく利用して頂 

けるよう心掛けています。今回の施設予約システム導入

に際しても、それほどアレルギーもなく移行できました。

運動施設には、シルバーの人たちが利用できるものが有

ります。テニス･卓球･バドミントン･軽いトレーニング等、

日頃運動不足を感じている方、体力の衰えを感じている

方、スポーツの好きな方、是非ご利用ください。 

シルバー料金は有りませんが、そのかわりいい汗がかけ

ますよ。お待ちしています。(吉村一男・記) 

○勤務の会員名(敬称略･順不同) 

吉村一男、初野正夫、加藤吉彦、古谷六郎、松沼信夫 

 ト ピ ッ ク ス 
グランドゴルフ一泊旅行案内 

①日時；６月２６日（日）～２７日（月）１泊４食付（出発；８：３０~９：００ 集合場所未定） 

②場所；（单九十九里）白子温泉ニューカネイ TEL；0475-33-2511 

③競技；２日間（２６日午後、２７日午前）     ④会費；１万３０００円位（交通費、プレイ費を含む） 

⑤締切；６月１５日（水）迄（会費を添えシルバー事務局又は太田、松田、吉川迄） 

⑥その他―プレイ用具持参(往・復路観光・土産店立寄) 

流山警察署より最新情報 

  市内では、空き巣が多発しています。本年４月１３日現在１５２件に達し、昨年よりも増加しています。 

この侵入の殆どが「ガラス破り」です。鍵をかけたからと言って安心できません。 

★泥棒に狙われないためには、 

●ワンドアツーロックならぬ二重・三重のかぎをつける 

●振動や開けると音の鳴る防犯センサーをドアや窓ガラスにつける    

●留守する際は電灯を一ヶ所点灯する         ●犬を飼う 

●センサーライトを家に、周囲に取り付ける      ●隣近所で注意し合う 

《ご存知ですか》特殊開錠用具の所持の禁止等に関する法律（平成１５年９月１日施行） 

 この法律は建物錠の破壊等の行為により侵入し盗み等を行うことを防止するために施行されました。 

「何人も業務その他正当な理由なく特殊開錠用具を所持、指定侵入工具を隠匿携帯してはいけません」 

特殊開錠用具：ピッキング用具、破壊用シリンダー回し、ホールソー、サムターン回し等 

指定侵入工具：政令で定めるマイナスドライバー、同じくバール、同じくドリル 

理由なく所持していた場合取り締まりの対象になることがあります。 

この法律により侵入犯罪を未然に防止し違反で逮捕した事例が多くあります。 

（１年以下の懲役、５０万以下の罰金）                    資料提供 流山警察署 

 

安全就業は一人一人の意識から 

（３） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『事故ゼロ』は我がシルバ－の合言葉 

５ 月 の 予 定                       ６ 月 の 予 定     （４） 

日 曜 行 事 予 定  日 曜 行 事 予 定 

１５ 日 広報５月号発行  １ 水 事務局長会議 

１６ 月 英会話教室打合せ、グランドゴルフ月例会(雨天中止)  ２ 木  

１７ 火 千葉市シルバー視察（補習教室）、ＰＣ同好会例会  ３ 金  

１８ 水   ４ 土  

１９ 木   ５ 日  

２０ 金 配分金支払日、自転車打合せ  ６ 月 高齢者向けＰＣ講座29日まで；富士コンピューター 

２１ 土   ７ 火  

２２ 日 総会準備  ８ 水 シルバー人材センターの日 

２３ 月 決算総会；初石公民館９：３０～  ９ 木 広報６月号原稿締め切り 

２４ 火   １０ 金  

２５ 水   １１ 土  

２６ 木   １２ 日  

２７ 金   １３ 月 登録説明会、幹部会 

２８ 土 互助会ハイキング；利根運河  １４ 火  

２９ 日   １５ 水 広報６月号発行 

３０ 月      

３１ 火      

 

○ 会費納入について 

会費未納の方は、５月末までに各自シルバー事務所へ納入してください。ご協力をお願いいたします。 
 

○ 新会員の紹介［敬称略］４月～５月入会 

第１地区 亀田正義  第５地区 星山秀雄・高橋トミ  第６地区 高嶋勝美・和田誠男 

第 8 地区 吉村武幸  第 9 地区 小林鉱一郎 

 

○ 就業情報案内  （希望者は、シルバー人材センターまで。 電話 ７１５５－３６６９） 

①店舗等室内清掃 ②治療所の内外の清掃 ③介護施設の送迎運転要員 ④单流山の自動車駐車場の 

交通整備 ⑤コミュニティプラザでパソコンのできる女性会員 

 

○「安全標語」の募集  ＜県･連合会で、作業中･通勤途上の事故防止のため安全標語を募集します＞ 

  資 格：県内シルバーセンターの会員･職員  応募期間：平成１７年６月１日～６月２０日  

  応 募 方 法：A－４判の用紙に作品(何点でも可)、所属団体名、本人住所、氏名（フリガナ）を書いて 

          ＦＡＸまたは郵送で連合会宛にお送りください。 

 表彰と発表：優秀作 1 点・佳作２点を選定し、７月 1 日の｢安全適正就業推進員研修会｣で表彰します。 

 連  絡  先：(社)千葉県シルバー人材センター連合会 〒260-0013 千葉市中央区中央 4-8-1 

       ＴＥＬ 043-227-5112   ＦＡＸ 043-227-5197 
 

編 集 後 記  
 

月１回の発行となると素人集団で編集、印刷しているので大変だ。まだ試行錯誤の段階だと 

思うので建設的ご意見を頂戴したい。横書きは左とじが普通の様だが。 
 

訂正とお詫び(４月号記事：左誤､右正) 

・ 1P、タイトルの E-mail  nagarejama@ は nagareyama@ 

・ 4P、行事予定 4/19 事業運営推進(委) は 4/18 

 

  
 

 

 

＜編集委員＞ 

竹嶋耕一 加藤吉彦 

松田 明 三上 要 

浅野正勝 平原吉子 

塚田正信 

 


